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ＩＣのインパクトを活用した都市づくりを

　　　　　　　　　　　進めていくことが期待されています。
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基　　本　　構　　想

(桜川未来プロジェクト )
歴史と未来のまちづくりプロジェクト

前　期　基　本　計　画

(重点事業 )
インターチェンジ周辺整備検討事業

桜川筑西ＩＣ周辺地域都市整備構想

桜川市第一次総合計画

■本構想の位置付け■本構想の位置付け■本構想の位置付け ■本構想の構成■本構想の構成■本構想の構成

市の概況・情勢・位置付け

今　後　の　課　題

ＩＣ周辺地域における
土地利用方針

ＩＣを活用した
まちづくり方針

※桜川市の概要

　　総面積：179.78km2

　　人口数：48,103 人

　　世帯数：14,788 世帯
　　　　　　
           ( 平成 21 年 3 月時点 )
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　ＩＣ周辺の位置特性を活かして、産業機能および住宅機能の導入を図ることとします。
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市全体
●特産品開発等による地場産品の活用･
　振興策の検討

●地域の魅力を伝える地域情報発信や
　交流等の新たな機能･施設の導入検討

●既存の観光資源やイベントの整備･充実
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●自動車利用型、広域対応型の商業
　拠点の誘導
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笠間市との連携検討
茨城港 (常陸那珂港区 )との連携検討茨城空港との連携検討
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既存観光資源のネットワーク化

市街地 (住宅系 )

市街地 (産業系 )

新たな交流拠点の形成促進
新たな複合産業拠点の形成促進

利便性の向上

企業立地の促進
工業団地機能の維持･向上

広域連携の強化
(観光･産業･医療等 )

ＩＣと既存観光資源の連携強化

■ＩＣを活用したまちづくりの施策展開のイメージ■ＩＣを活用したまちづくりの施策展開のイメージ■ＩＣを活用したまちづくりの施策展開のイメージ

その効果をその効果をＩＣ ＩＣ からから ＩＣ周辺ＩＣ周辺へ、へ、

      ＩＣ周辺 ＩＣ周辺 からから 桜川市全体桜川市全体へ波及へ波及

ＩＣを活用したまちづくりを進め、ＩＣを活用したまちづくりを進め、

その効果をＩＣ から ＩＣ周辺へ、

   ＩＣ周辺 から 桜川市全体へ波及

ＩＣを活用したまちづくりを進め、

ＩＣを活用して、ＩＣを活用して、

　　　　ヒト・モノを桜川市に呼び込み、　　　　ヒト・モノを桜川市に呼び込み、

　　　　　　　　　　　地域の活性化に役立てる　　　　　　　　　　　地域の活性化に役立てる

ＩＣを活用して、

　　　　ヒト・モノを桜川市に呼び込み、

　　　　　　　　　　　地域の活性化に役立てる
　　アクセスや交流が可能となる圏域が拡大することに対応し、ＩＣを活用して桜川市に積極的にヒトやモノを　　アクセスや交流が可能となる圏域が拡大することに対応し、ＩＣを活用して桜川市に積極的にヒトやモノを

呼び込むための施策を展開していくとともに、 呼び込んだヒトやモノを地域に循環させ地域の活性化を図呼び込むための施策を展開していくとともに、 呼び込んだヒトやモノを地域に循環させ地域の活性化を図

るための施策に取り組んでいくことを基本方針とします。るための施策に取り組んでいくことを基本方針とします。

　　アクセスや交流が可能となる圏域が拡大することに対応し、ＩＣを活用して桜川市に積極的にヒトやモノを

呼び込むための施策を展開していくとともに、 呼び込んだヒトやモノを地域に循環させ地域の活性化を図

るための施策に取り組んでいくことを基本方針とします。

■基本方針■基本方針■基本方針

■基本方向及びまちづくり施策（案）■基本方向及びまちづくり施策（案）■基本方向及びまちづくり施策（案）

◆周辺観光地や広域交通基盤との産業や観光面における連携の検討

域との連携の検討広広

◆地域の魅力を伝える地域情報発信や交流等の新たな機能・施設の導入検討

たな交流機能の導入検討新新

◆交流人口を呼び込む農業の活用

◆特産品開発等による地場産品の活用・振興策の検討

◆既存の観光資源やイベントの整備・充実

◆自転車による観光の検討

存資源や産業の活用による交流人口の誘導既既

◆交通利便性を活用した工場等の新たな企業の立地誘導や工業拠点の整備

◆交通利便性を活用した物流センター、倉庫等の物流拠点の整備

◆自動車利用型、広域対応型の商業拠点の誘導

たな産業や企業立地の促進新新
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